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1 　 遷 延 す る 高 ア ミ ラ ー ゼ 血 症 を 合 併 し た 難 治 性

慢性膵炎に対し内視鏡的経鼻膵管ドレナージ

が有用であった一例
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症例は45 歳 , 男性 . 30 歳 よ り飲酒 に よ る慢性 障

炎にて 近医通院内服加療 . 平成 3 年 4 月13 日 上腹

部痛出現, 慢性肺炎急性増悪 にて 当科 紹介, 初回

入院. 以降, 急性増悪 に よ る 入退院を延
べ 9 回線

り返 した . 平成13 年 5 月10 日上腹部痛を主訴 と し

て当院救急外来受診10 回目の 入院となる . 現症 で

は結膜 に軽度黄痘 , 腹部全体に筋性防御を認め た ･

検査成績で は 強 い 炎症所見 , 高 ア ミ ラ
ー ゼ 血 症,

黄痘, 肝機能異常, DIC を認め た . 腹部 C T で は勝

腫大, 主勝管 の拡張, 勝周囲の 壊死所見を認め た ･

慢性肺炎急性増悪と診断,
絶食, 補液, 抗生剤 , 蛋

白分解酵素阻害剤を開始 . 腹部所見 , 黄痘 DIC は

軽快傾向を示すも炎症所見, 高アミ ラ
ー ゼ血症 は

遷延 した . M R C P より陣頭部 主揮管狭 窄を認め ,

牌 液排壮 障害が 疑わ れ た . 5 月14 日 内視鏡 的経

鼻豚管 ドレ ナ
- ジ術 ( 以下 E N P D ) を施行 ･ 炎症

所見, 高アミ ラ
ー ゼ 血症 は劇 的に改善 . 6 月 1 日

E N P D を抜去するが炎症所見 , 高ア ミ ラ
ー ゼ 血症

の 再燃を認 め , 6 月 4 日 再 度 E N P D 留置 , C T ,

M R C P も併用 し経過観 察する も膝頭 部主勝 管の

狭窄改善なく, 6 月2 5 日 豚管空腸側側 吻合術 を施

行 . 以降, 臨床症状は消失 し, 揮炎の 再燃なく外来

通院中で ある .

2　幽門輪温存膵頭十二指腸切除における再建術

式と術早期胃排出遅延との 関連
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【目的】 幽門輪温存陣頭十 二 指腸切 除 ( P P P D)

術後早期の 経口摂取能に つ い て 再建術式別に評価

を加えた .

【対象と方法】 過去10 年間で新潟大学第1 外科

およ び信楽 園病 院外科 に て 施行 さ れ た P P P D 症

例77 例を対象と した . 再建術式は以下 の 2 群 に大

別 した . A 群 (36 例) : 胆管空腸 , 牌空腸吻合を行

な っ た後, 結腸前に十二指腸空腸 ( 端側) 吻合を

行 っ た . こ の時, 胃小網 は十分頭側まで切離 し, 冒

は結腸を超えて左側腹部に配置した . B 群(41 例) :

A 群以外で , P D -ⅠⅤ( 勝胃吻合) 36 例 , その 他5 例

で あ っ た . 両群間で手術時間, 出血量 , 付加手術の

有無, 経腸栄養の 使用, 術後合併症, 術後入院期間

に つ い て比較 した . また術後胃排出能は胃管チ ュ
ー

ブ の 留置期間お よび 3 分粥 開始 日 に て評価 し た .

結果は平均値 ±標準偏差で 表 し, 統計学 的解析 は

s t u d e n t の t 検定を用 い , p < 0 .05 をも っ て有意 と

した .

【結果】 平均年齢, 手術時間, 出血量とも両群間

に有意差を認め なか っ た . 術後経腸栄養は A 群 で

24 例(6 6 % ) , B 群で4 1例(100 % ) の使用額度であ っ

た . 胃管留 置期 間は A 群3 .7 ± 3 .2 日 , B 群が24 .6

±10 .1 日 で B 群が有意 に長 か っ た ( p < 0 .005) . 3

分粥開始日は A 群が10 .4 ± 3 .0 日 , B 群が 2 7 .8 ± 1

6 .2 日 と A 群が有意に早か っ た( p < 0 .000 1) . また,

縫合不全例( 胆管空腸吻合部 A 群 2 例 , B 群 1 例 ,

障液療 A 群 6 例 , B 群 4 例) を除くと A 群で9 .7 ±

2 .8 日, B 群で2 8 .0 ± 16 .1 で あ っ た ( p < 0 .
0001) ･

【まとめ】 P P P D 後経 口摂取能の 回復は A 群 で

良好で あ っ た .
こ れ は胃 が 固定 され な い こ と と ,

胃を十分進展させ十二 指腸空腸吻合部を左下腹部

に配置した こ と によるもの と思わ れた .


